
 

 

第 630 回例会 通巻 604 号

平成２２年８月１９日 ２０１０～２０１１年度Ｎｏ．６

 

 

出席報告  S.A.A         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月度 各種お祝い 

  

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

本日の例会  

◆各種お祝い◆会長の時間◆出席報告  

◆幹事報告◆委員会報告  

◆ ＳＡＡ報告 

 

8 月 19 日(木) 

『地区大会について』 

 

次回の例会予告（第 631 回例会） 
  

8 月 26 日(木) 

『地区大会について』 

員 総 数 32 名 

本 日 の 出 席 19 名 

(内出席率計算会員) 19 名 

本 日 の 出 席 率 80.77％ 

修正出席率 (7/17) 100％ 

会員誕生日  楠  玲子会員 

家族誕生日   田辺五月様・京谷美佐子様 

有住亜依美様・中野 由紀様・田中 幸恵様 

熊取 大輔様・細川 英美様 
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例会の記録 (第 629 回例会)             ･･････8 月 5 日･･････ 

[唱和] 
「BUILDING COMMUNITIES BRIDING CONTINENTS」 

「地域を育み、大陸をつなぐ」             

 ｢君が代｣ 

ロータリーソング｢奉仕の理想｣   

 

会長の時間    片木 修 会長      

 

 

 

 

 

 

 今月は、会員増強及び拡大月間で、ロータリ

ーの友 8月号にも、これに関連する記事が 

たくさん掲載されております。まず、冒頭にあ

るのが宮崎南ＲＣの 100 歳のロータリアン 

に関するもので、この方は 94歳で入会され、健

康補助食品の製造と販売をされているとのこと

です。勿論、ロータリアンである以上、現在も

それを職業としてやっておられることは、当然

といえばそれまでですが、「生涯現役でロータリ

ー活動ができる」というのは、ロータリアンの

夢であり、実現に向けて努力しなければならな

いと思っております。 

 レイ・クリンギンスミスＲＩ会長の言葉とし

て「ロータリーとはロータリークラブの組織で

あるとともに奉仕の精神であり、私たちは、奉

仕、親睦、多様性、高潔性、リーダーシップと

いった中核となる価値観をほかの人々やほかの

組織と共有しなければならない、ということを

心にとめていた。」とありますが、私は、初めて

これを目にしたとき、非常にわかり辛く、何を

言わんとされているのか理解できませんでした。 

とりわけ、「中核となる価値観」という言葉で

すが、ロータリーの奉仕活動に取り組む私たち

の心の中に、その活動が世のため、人のためと

いう認識はあるものの、それを価値という言葉

をとおして認識する感覚は、私にはありません

でした。 

しかし、奉仕の理想のもと、高い倫理基準と相

互信頼で結ばれた、職種の異なる仲間が心を一

つにして率先して行なうロータリー活動は、ロ

ータリアン以外の地域の人々にも、理解される

ようにしなければなりませんし、また、ロータ

リアン以外の人々の協力も得て活動の輪を更に

広げなければならないという意味であることを、

理解することができました。 

 ロータリー活動を通じて、地域に貢献すると

ともに、世界のため、人類のために役立つ活動

をしましょう。 

 
 
幹事報告       京谷 知明幹事 

                     

 
 
 
 
 

 

✿会員証配布・上半期会費お振込み済み会員様

に領収書発行いたしております。 

✿会員名簿配布いたします。 

                    以上 

   
 
 

 

 

 
 

 



 

 

クラブ広報委員長    
田中 範子 

 

 

 

 

 

 

 

『ロータリーの友』は毎月第１例会に配布

致します。 

又、地区ホームページ『ロータリーの友』

地区だよりのページに ①地区関連の記事 

②横組み記事 ③縦組み記事 についての

紹介がありますのでこの記事をプリントし

同時に配布します。 

これはロータリーの友編集委員会 地区代

表委員の岡本勝士氏によるものです。 

内容についてはそのプリントを参考にして

いただくとして本日は『ロータリーの友』

の基本的な内容についてご説明をさせてい

ただきます。 

１．『ロータリーの友』は日本におけるロー

タリーの機関誌です。 

 ロータリアン並びにロータリクラブのた

めの地域雑誌です。ロータリー・ライフを

深めるため又クラブが国際ロータリーと直

結していると認識するために必要な媒体で

す。 

２．『ロータリーの友』はロータリーについ

ての情報誌です。 

 ロータリアン以外の方々を対象とする広

報誌ではなくロータリアンの為の機関誌・

情報誌です。世界や日本におけるロータリ

ーの状況やロータリー活動について全国の

ロータリアンが情報や思いを共有できる様

な編集になっています。 

３．ロータリーの友編集委員会と一般社団

法人ロータリーの友事務所につて 

 2010 年３月 25 日「ロータリーの友事務

所」は「一般社団法人ロータリーの友事務

所」として法人化されました。「ロータリー

の友編集委員会」委員長は地区ガバナーに

対して『友』発行について責任のを負うと

同時に「一般社団法人ロータリーの友事務

所」を監督します。「一般社団法人ロータリ

ーの友事務所」理事会は編集・発行・財務

について責任を負っています。 

 この記事については７月号に「『友』の新

たなる飛躍にむけて」で詳しく説明されて

いるのでご覧下さい。 

『友』の記事について 

１．表紙 

  2010－2011 年度は「日本の豊かな自然

環境」をテーマにプロの写真家の写真を掲

載し、作品の解説は縦組みの最後のページ

（８月は 31ページ）に掲載されます。 

２．横組みは RI 指定記事や月刊特集など企

画記事が中心 

 ８月の RI指定記事 

  １ページ RI会長メッセージ－地域を

育み、大陸をつなぐ－ 

  28 ページ エバンストン便り 

  29 ページ 管理委員長の思い 

  33 ページ ロータリーの基本知識 

 ８月の月刊特集 

  会員増強及び拡大月刊 

３．縦組みページは基本的に投稿によって

編集 

○卓話の泉 

 『クラブ会報』に掲載されている卓話の

中から、客観的な物、ミニ知識となるもの

を要約して掲載。 

○ロータリー・アット・ワーク（写真編・

文章編） 

 ロータリークラブ、並びにインターアク

ト・ローターアクトクラブ等の活動を写真

又は文章で紹介しています。 

○友愛の広場 

 エッセー、海外 RC訪問、時局雑感など。 

○いいたい・聞きたい 

 「ロータリー」並びに「ロータリーの友」

について意見・疑問・質問及び回答など。 

○ロータリー俳壇・歌壇・柳壇 

 各専門の先生方の選によ

る。 

○バナー自慢 

 各クラブのバナー自慢 

 



 

 

○私の宝物 

 家族、ペット、思い出の品、コレクショ

ンなど宝物を写真で紹介。 

○内外よろず案内 

 国内外会員間の趣味、尋ね人、探し物、

その他 

 以上のことを参考にしていただき、より

楽しく、有効にお読みいただきます事を願

っております。 

 

 
 
 
Ｓ.Ａ.Ａ報告 (にこにこ) 
 

 

   今月は会員増強及び、拡大月間です。

ご協力をよろしくお願いいたします。 

 片木 修会長 

 

   妻の誕生祝有難うございます。毎日

暑い日が続きますが健康には充分御留意下

さい。         京谷 知明幹事 

 

皆様、暑中お見舞い申し上げます。

久しぶりの出席で皆様の元気なお顔を拝見

できて幸せです。    有住 和浩会員 

 

熊取様、暑さに負けない様がんばっ

て下さい。向井様、本日は良い物を見せて

いただき有難うございました。  

石田 得子会員 

 

二週続けて欠席して申し訳ございま

せん。          酒井 誠会員 

 

 

 

 

 

７月度地区の広報活動 

毎日新聞[大阪版]（記 事） 

7月18日(日)｢クラブ会長会議」（7/17開催）  

7 月 21 日(水)米田ガバナーインタビュー 

7 月 21 日(水)「人類のために活動します」 

毎日新聞[和歌山版]（記 事） 

7 月 21 日(水)米田ガバナーインタビュー 

「クラブ会長会議」（7/17 開催） 

7 月 21 日(水)｢人類のために活動します｣ 

 

 

 

 

 

娘の誕生日の祝いありがとうござい

ました。        田中 範子会員 

 

家内の誕生祝有難うございます。 

中野 一郎会員 

 

熊取会員、お元気なお顔をみせてい

ただいて安心致しました。にこにこ 

 松本 美和子会員 

 

8 月は会員増強月間です。SAA として

一人でも増員出来ればうれしいです。 

三村 文男会員 

 

 “逆さまの淋しさ”今頃になって

感じて居ります。この度は家族葬に固執し

ておりました喪主も、このお暑い二日間の

中に堺フェニックス RC、遠くから駆けつけ

て下さった手塚山学院の方々、又、仲のよ

かった親戚の人達に世間を感じ個人と家族

と共に深く感謝を申し上げております。良

い見送りが出来、心から御礼申し上げます。 

    熊取 敬子会員 

 


